












































































































































































































































































旨被仰渡�旁以自己之出願不調法至極�重々奉恐入候 右は�御一新之御趣意ニ基御奉公筋もと奉存候精心�不得止事�恐をも不顧奉出願候�前書奉申上 通�和泉橋通御徒町え諸町之商人引移商売仕候儀 未御免之御沙汰も無御座候処�御武家方御立退之砌�夫々家作造作等御売払ニ而�買取候者共一己之存意を以�当時住居候商人共より地代店賃取之�諸品売買為致候得共 火 元守方其外非常異変等 節弁別可仕様 町法 立不申 自儘之取計而已と及承候ニ付�乍恐御興廃御手員之御所置御取極被為在候
�当分之内右町々住居候商人共之取締�且




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































茶屋又は煮売商等致し候者ハ 近辺裏屋住居之者共ニて�日々右場所ニ而軽営致し候ニ付�同所家作地等ニ相成而は営業離れ候間�地代等聊相増候共�右場所 不相離取続相成 儀ヲ相好�受負人共ニおゐても�町並之家作地ニ相成候而は�地代等は相増可申候得共�是
橋附諸入之外町入用諸出銀相掛り�却而上納高も相減し�其上小前
之者も難渋可致と 従前之姿ニて差置度と上納金申立候様相聞申候右之通取調候趣申上候�以上 
巳九月
 
　
中年寄
　
小　
西　
喜
左
衛
門　　
東京府文書�府治類纂
 地輿�
�その六
・
完�
　　
横山
二
九
　
本文上り高諸入用掛り高共�
昨辰年は出水
橋御修復有之�
其上東西橋番所塗屋ニ被仰付�
右入用多分ニ相掛り�
助成地之内東西橋台ニ有之候葭簀張取払被仰付�地代上り高相減受負人共多分え出銀ニ相成候間�見合相成兼候間�去ル亥年より去々卯年
五�年之間平均高ニ御座候
�完�
本
稿
は�
二
〇
一
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
課
題
番
号
二
〇
五
二
〇
五
九
一�
近
代
移
行
期
都
市
社
会
に
お
け
る
社
会
的
結
合
の
変
容
�
に
よ
る成果の一部である�
�よこやま
　
ゆりこ
　
本学非常勤講師�
